
自然災害情報配信システム

ERS災害アラートＱ
のご紹介
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大地震発生直後に建物内に留まれるかどうかの即時的判断が必要

1.大地震後の建物安全性確認の必要性

▶応急的に点検・確認・判断できる仕組みが重要

…ＢＣＰ（事業継続計画）の観点からの役割 ※早期復旧、一時滞在施設

…公共施設の避難所、復旧活動の拠点としての役割

企業

自治体様

即時的に現場へ駆けつけること

エンジニア・専門家自体が不足する懸念事項
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2. ERS災害アラートQの役割

復旧曲線
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3.地震被害推定情報配信システム ERS災害アラートＱ
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3.地震被害推定情報配信システム ERS災害アラートＱ

▶よりピンポイントで震度情報を推定・把握することが可能になる

日本全国を２５０ｍメッシュ単位で分けた震度分布情報

面積 ０．２５× ０．２５ ＝０．０６２５ ｋｍ２

我が国の震度観測点(地震計設置カ所）＝４，３７7ヵ所

密度差：６，０４８，０００／４，３７７ ＝ 約１，４００倍

国土総面積：約３７８，０００ ｋｍ２／０．０６２５＝６，０４８，０００メッシュ

⇒準実測点

（推定震度）

⇒実測点

（計測震度）



6Copyright © 2023 Engineering & Risk Services Corporation.

3.地震被害推定情報配信システム ERS災害アラートＱ

■２０１６年４月１４日発生熊本地震(震源地付近を拡大)

地震観測点
（地震計位置）

1km

1メッシュ
（250m×250m）

震度6弱

震度6強

震度7

最大で

震度階級
２の差

「最寄り」の範囲
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3.地震被害推定情報配信システム ERS災害アラートＱ

後背湿地：地盤増幅率＝2.27

火山性丘陵：地盤増幅率＝0.99

1km

防災科学技術研究所 J-SHIS mapより作成

■微地形区分と地盤の揺れやすさ（熊本市）

揺れやすさで

約２倍
以上の差
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3.地震被害推定情報配信システム ERS災害アラートＱ

※表示項目、レイアウト等、メールのテンプレートはある程度カスタムが可能です。

■ERS災害アラートＱのメール配信イメージ

個別建物の特性事項を
事前に提供頂く

モデルを作成

解析

構造被害状況および
損失率として一覧出力

【配信項目内容の一例】
区分、物件名称、推定震度、
構造被害状況（推定損失率）等
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3.地震被害推定情報配信システム ERS災害アラートＱ

■ERS災害アラートＱで配信が可能な項目

発生した地震に関する詳細情報の表示

▶一度に多くの情報を詰め込まないよう 表示項目の設定等が可能

共通項目

・地震発生年月日時分秒

・震央位置 ・マグニチュード

・情報ソース地表最大速度／地表最大加速度

個別項目

・建物名称／住所・区分(用途・備考等付帯情報) 

・緯度／経度 ・推定震度 ・構造被害状況

・推定損失率 ・建物構造 ・階数 ・建築年

・耐震補強の有無 ・微地形区分

当該地震による個別建物に関する

詳細情報の表示
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3.地震被害推定情報配信システム ERS災害アラートＱ （オプション機能）

▶メール配信と同時に結果をＷｅｂＧＩＳ上に表示して視覚的・網羅的に把握することも可能

❶ 対象地震情報
(発生日時・震源・規模)

❷ 震度分布図
➌ 有感地震の物件数
❹ 物件一覧

(推定震度降順表示)

❺ 個別物件の詳細状況
（クリックで表示）

❻ 構造被害判定結果
グラフ

❼ 計測震度別
ヒストグラム

➌

❷

❶

❹

❺❻

❼
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推定情報配信対象建物の名称・住所の一覧

推定情報配信対象建物の緒元情報

構造(必須)：ＲＣ造・ＳＲＣ造・Ｓ造・木造・軽量鉄骨造、階数(必須)、建築年・竣工年(必須)

軒高(分かれば)、建築面積(分かれば)、延床面積(分かれば)、耐震補強の有無(分かれば)

推定情報配信先メールアドレス(３０アドレス程度まで)

発報閾値のご指示（震度○以上からから発報するか）

▶受領から２週間程度でサンプル版をご担当者に試験配信

▶発報閾値やメールデザインの調整(適宜)

▶受領から４週間程度で配信先に本配信を開始

3.地震被害推定情報配信システム ERS災害アラートＱ

■導入の際ご準備いただく情報および配信開始までのスケジュール

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

ＳＴＥＰ３

ＳＴＥＰ４



お問い合わせ先

株式会社イー・アール・エス

〒104-0061 東京都中央区銀座6-17-1 銀座6丁目-SQARE 7F

TEL:03-6821-9091 FAX:03-6821-9093
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